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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 ■６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 6

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2 8
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 7

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（69％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（45％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（特に問題はない） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 （有）エンデル 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

－ －

番号：
1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-020064-V 事前審査

活用の効果

静的破砕工法
69%
45%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 バルーン方式不安定岩塊除去工法
収受受付年月日 平成17年2月7日

変更受付年月日 平成21年1月28日

法面上の浮石及び転石等の不安定な岩塊を「早く・安く・
安全」に除去する落石予防工

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 平成15年1月15日

問合せ先

㈲ エンデル 兵庫県三田市けやき台４－３４－１０

０７９－５５３－０７３７

山岸 大志郎

０７９－５５３－０７２９

０６－６３６４－３１７３

ender@crux.ocn.ne.jp

登録No. 1214

1

平成11年7月8日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

１．概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・法面上
や急崖に存在する不安定な岩塊を除去する工法である。　　　　　　　　　　　・この工法とは、
不安定な岩塊の亀裂にゴム製のバルーンを挿入し、そのバルーンを圧縮空気で膨らませ、亀裂を拡
大して不安定な岩塊を落下させ取り除く工法である。
・バルーンは軽量であるため、人力で容易に運搬できるので、道路面より１００ｍ以上の位置に存
在する不安定岩塊の除去でも対応が可能である。　　　　　　　　　　　　　２．導入効果
・材料費がかからないことと作業工程が少なくなるために「時間コスト(工期)」「工事コスト(工
事費)」の縮減が可能になり、また、作業員が岩塊上での危険作業から解放されるため、「社会的
コスト(作業員の危険度)」の縮減も可能になる。
・すなわちこの工法は「早く・安く・安全」に不安定岩塊を除去できる工法といえる。

大阪市北区西天満4-4-18　梅ケ枝中央ビル

０６－６３６４－３１７８

藤井　誠

㈱ カコー

mailto:ender@crux.ocn.ne.jp�


バルーン方式不安定岩塊除去工法 登録No. 1214

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

１．バルーン工法の施工管理基準（案）

１．バルーン工法の施工単価
２．従来工法の施工単価（軟岩・中硬岩及びその平均)
３．バルーン工法の積算基準（実績歩掛から算出）

A-2

１．仮設備の設置：空気圧縮機の設置、１、２次ホースの配置及び作動確認。
２．除去岩塊確認：除去対象岩塊をコンサルタントと共に現地踏査確認。
３．バルーン挿入箇所の選定：現地踏査して岩塊の性状を確認し、バルーン挿入箇所を決定
４．バルーン工法による除去
①　決められた挿入箇所にバルーンを挿入する。②　対象岩塊から１０ｍ以上離れた位置で
作業員がｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞを操作しバルーンに送気する。③　バルーンの膨張ストローク一杯まで
膨らませても落下しない場合は、バルーンを２枚重ねて約２倍のストロークを確保して落下
させるか、拡幅させた亀裂幅を確保するため、くさびを挿入し、より下方の狭い亀裂にバ
ルーンを挿入して落下させる。④　斜面の途中に緩傾斜地があり、そこで岩塊が留まった場
合には、バルーンを使って岩塊に回転力を与えて転がし下方に落とす。
５．除去後の現地確認：除去した岩塊の背面を調査し、場合によっては追加処置を講じる。
６．仮設備の撤去：１，２次ホース及び空気圧縮機の撤去。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

自社算定の歩掛り（標準条件を設定）
標準条件として、全体施工量、亀裂幅、高さ、岩塊散乱範囲、法面勾配等　条件外は別途見
積もり

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）１．バルーン挿入のため、３ｃｍ以上の開口部及びバルーンの８０％以上の挿入
スペースが必要である。
２．岩塊に亀裂を発生させる作用圧には達しないため、貫通亀裂の入っている岩塊でないと
適用できない

（長　所）１．穿孔工程が発生しないため、工期を大幅に短縮できる。（従来工法の1/2）
２．上記１．の結果により労務費及び機械費が少なくて済み、その結果として工事コストが
大幅に縮減される。（従来工法の1/3）
３．不安定な岩塊上での穿孔工程が発生しないため、作業員は安全であり、騒音や振動の作
業環境から開放される。
４．対象岩塊を除去する操作は１０ｍ以上（１００ｍでも可能)離れた位置で行うため、作業
員は安全である。
５．今まで危険過ぎて除去が不可能であると思われていた箇所に存在する不安定岩塊もロッ
ククライマーにより取り除くことができる。
６．圧力が緩やかに作用するため、除去岩塊の背面にある岩塊にほとんど損傷を与えない。
７．除去工具が軽量なため、１００ｍ以上の高所に存在する不安定岩塊でも対処できる。
※　以上、この工法は不安定岩塊を「安く･早く・安全」に除去できるシンプルな工法である



登録No. 1214

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第3245743号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
１．岩塊の亀裂幅が３cm以上及びバルーンの８０％以上の挿入スペースが必要
２．貫通亀裂が入っている必要有り。
３．高さや斜面勾配を問わずに施工可能。（オーバーハングでも可能）
４．落石防護設備や道路面養生設備を設置の要有り。

１．概略及び詳細調査に基づき除去対象岩塊を決定することで施工は可能
２．本工法は撤去取り壊し工法のため設計対象にならない。
３．ただし、除去前段階での落石防護設備や既設道路養生には設計業務が必要。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 バルーン方式不安定岩塊除去工法

A-3

（適用できない条件）
１．亀裂幅や挿入スペースで適用できる条件に合わない場合。
２．貫通亀裂がない場合。

１．１ｃｍ程度の亀裂幅にも対応できるバルーンの開発

１．実施工にて技術の成立性を確認した。

１．バルーン工法のパンフレット
２．バルーン工法施工のフローチャート
３．不安定岩塊除去のフローチャート

１．落下岩塊を受け入れるポケットが必要である。
２．高さが２ｍ以上の仮設土堰堤もしくはそれと同等の落石止め防護柵が必要である。
３．落石により既設道路が損傷する可能性が高いので、道路面の養生が必要である。
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登録No. 1214

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
阪神高速道路公団 1998/4/1～

2001/3/31

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 バルーン方式不安定岩塊除去工法

工　事　名
山口第２工区（その２）
トンネル及び道路工事
兵庫県道高速北神戸線



登録No. 1214

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 バルーン方式不安定岩塊除去工法

A-5

浮石除去状況　１　（亀裂にバルーン挿入) 浮石除去状況　２　（バルーンが膨張）

浮石除去状況　３　（浮石除去後） 浮石除去要領図

転石除去状況　２　（バルーンが膨張) 転石除去要領図
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